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新学習指導要領の実施に向けた特別支援学校における教育課程の編成状況や学校経営方針の現状に
ついて、主に病弱者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校を対象に悉皆調査した。学習指
導要領改訂で示されたポイントからWebに公開されている教育課程等をテキストマイニングの手法
により分類し整理した。発達障害や精神疾患による精神や行動の障害の増加など在籍する子供の病類
の変化や入院期間の短期化など、医療や社会との関わりの中で病弱特別支援学校を取り巻く状況が変
わってきている現状がある。その中で入院による学習空白を作らないために、指導内容・方法の工夫、
ICT機器の効果的な活用、心理面に対するアプローチ、柔軟な学習の場や指導体制、連携の在り方な
どカリキュラム・マネジメントの取組がみられた。また入退院に伴う転入学による学びの継続性の維
持、スムーズな移行のために病弱者を取り巻く社会に対する働きかけなどについても検討を加えた。
キーワード：特別支援学校　学習指導要領　教育課程　病虚弱者
1　はじめに
平成 28年 12月に出された中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援
学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」を踏まえて、平成 29年 3月 31日に幼稚園、
小学校、中学校の学習指導要領が官報に告示された。答申では、新学習指導要領での改善・充実の方
向性として、「社会に開かれた教育課程の実現、育成を目指す資質・能力、主体的・対話的で深い学
びの視点を踏まえた指導改善、各学校におけるカリキュラム・マネジメントの確立など」が示された。
平成 29年 4月 28日に官報に告示された特別支援学校学習指導要領においても、これらの初等中等教
育全体の改善・充実の方向性を重視することを基本的な改定の考え方として示されている。その上に
立って「障害のある子供たちの学びの場の柔軟な選択を踏まえ、幼稚園、小・中・高等学校の教育課
程との連続性を重視」することや、「障害の重度・重複化、多様化への対応と卒業後の自立と社会参
加に向けた充実」することについても示されているところである。
各学校では、新学習指導要領の趣旨を生かし、子供の状況、学校・地域の状況を加味しながらそれ
ぞれの学校の特色ある教育課程を編成していくことになる。
身体虚弱者を含む病弱者（以下、病弱者）に対する教育を行う特別支援学校（以下、病弱特別支援学校）
の多くは、病院などの医療機関に併設または隣接して設置されている。在籍する幼児児童生徒は病気
等により、継続して医療や生活上の管理が必要な子供たちである。その多くは、入院に伴って入学し、
退院することで退学するために年間を通じて在籍者が変動するという特徴がある。最近の傾向として
医療の進展により入院期間の短期化や病態の変化がみられる。また小児がん拠点病院などの高度医療
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を行う病院には、病院所在地だけでなく広範囲の地域から入院してくるケースも多い。さらに病状や
治療のために指導時間や指導内容に制限が加えられることも多く、一人一人に対応した支援が必要に
なってくる。前籍校の教育を受け継ぎ、病と向き合っている子供を支えながら、退院後に戻る前籍校
へのスムーズな移行を行うために教育課程をどのように編成し、運営するかが重要になってくる。
2　研究の目的
本研究は、新学習指導要領の実施をひかえた病弱特別支援学校における教育課程の編成状況や学校
経営方針の現状を明らかにすることを目的とする。この目的を達成するために、病弱特別支援学校を
対象として、平成 29年 4月に告示された特別支援学校学習指導要領の改訂のポイントを参考に、教
育課程の編成状況をテキストマイニングの手法により整理し、考察する。
3　研究の方法
3.1．対象
全国の病弱特別支援学校のうち、都道府県等教育委員会の特別支援学校一覧等に掲載されている
137校を対象とした。
3.2．調査時期
2017年 4月 24日～ 6月 1日
3.3．分析方法
都道府県教育委員会の特別支援学校一覧等に掲載されている 137校のWebサイトで公開されている
教育課程や学校経営方針のテキスト情報を収集した。収集した情報は、テキストファイルの形式で保
存し、計量テキスト分析システム KHCoder（樋口 2004、2014）を用いて分析を行った。テキストマ
イニングの手法を利用した先行研究としては、高橋（2012）による病気療養児の作文の分析の例があ
る。病気療養児の生の思いや本音を含んだ作文の質的なデータを数値データと同様に扱うことができ
るため、分析者の恣意的な解釈を回避できる利点があるとしており、病気療養児が「年齢や性別、疾
患との関連で入院中の病気療養児の心理面の実態が示された。」としている。さらに、樋口によると
計量的分析手法をテキスト型データに適用することの利点として、「信頼性・客観性の向上とデータ
探索の 2点を挙げることができる。」としており、質的研究と量的研究の両面から大量のテキストデー
タを分析することが可能となる。
対象校 137校のうち、経営方針等の記載がない、画像で公開されているものなどテキスト情報を収
集できなかった 19校を除き、分析を行った。
収集できた各学校の教育課程や学校経営方針を保存したテキストデータを、病弱者を単独で教育す
る学校（以下、病弱単独校）（47校）と病弱者と知的障害者、肢体不自由者、聴覚障害者、視覚障害
者を教育する学校（以下、病弱併置校）（7Ⅰ校）に分け、テキストファイルとした。病弱単独校を主
に分析の対象とし、病弱併置校との比較を行った。
文部科学省（2017）による特別支援学校学習指導要領等の改訂のポイントをもとにしたコード化に
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よるクラスター分析により整理した。テキストデータのコーディングルールに基づいたクラスター分
析では、学習指導要領改訂の告示が年度明けであったことや多くの学校で様々な用語が使われている
ことが予想されるため、表 1に示すようにコーディングルールを設定し、「社会」「地域」「教育課程」「共
有」が出てくると “社会に開かれた教育課程 ”というコードを与え分析した。
表 1　コーディングルールの定義
＊社会に開かれた教育課程
社会 or 地域 or 教育課程 or 共有
＊資質・能力
基礎的 or 基本的 or 知識 or 技能 or 思考力 or 判断力 or 表現力 or 言語活動 or 学習習慣 or 道徳 or 学
びに向かう力 or 人間性 or 見方 or 考え方 or 選択 or 生きる力 or 感性
＊主体的・対話的
深い学び or アクティブ or 主体 or 対話 or ラーニング or 長期的 or 単元 or 計画
＊カリキュラム・マネジメント
卒業後 or 計画的 or 組織的 or 教育活動 or 質の向上 or 教育課程 or 教科等 or 横断的 or 評価 or 改善
or学校の特色 or 編成 or 学校運営 or PDCA or 評価 or 個別の教育支援計画 or 個別の指導計画
＊学びの場
幼稚園 or 小学校 or 中学校 or 高等学校 or 教育課程 or 柔軟な選択 or 教育支援計画 or 指導計画
＊障害の特性等
視覚 or 聴覚 or 肢体不自由 or 病弱 or 状態 or 特性 or 合理的配慮 or アセスメント or WISC or 太田ス
テージ or K式 or 発達 or 検査 or 心理 or 段階 or ニーズ or 知的発達 or 障害 or PT or OT or ST or 専
門家 or 外部専門 or AAC or AT
＊自立と社会参加
キャリア教育 or 職業教育 or 作業 or 実習 or 産業 or キャリア or 現場 or 自己理解 or 進路 or 地域
＊生涯学習
スポーツ or 運動 or 部活 or 文化 or 芸術 or 幸福 or 豊かな生活 or QOL
＊学びの連続性
小学部 or 中学部 or 高等部 or 幼稚部 or 知的障害 or 各教科等 or 段階 or 目標 or 外国語活動
＊各教科の内容を充実
国語 or 数学 or 算数 or 社会 or 職業 or 家庭 or 生活 or ICT or AAC or AT
＊交流及び共同学習
交流 or 共同 or 心のバリアフリー or 共通理解 or 協同 or 協働
4　結果
KHCoderで特定の語と強く関連しているのはどんな語か、あるいは特定のコードと強く関連してい
るのはどんな語かを容易に探索できる「関連語」のコマンドを使用し、表 1に示したコーディングルー
ルを用いて共起ネットワークを描いた。関連が特に強い語同士を線で結んだものであり、検索の条件
として用いた語を 2 重の正方形で囲んでいる。強い共起関係ほど太い線で結び、出現数が多いほど円
が大きくなって表されている。
共起ネットワークに示された語と、必要に応じてその語が出現している文やフレーズを参照して取
組を表した。
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4.1．病弱単独校と病弱併置校との比較
病弱単独校においては、病気
治療中、療養中の子供を対象に
していることから、体調等によ
り登校できない場合に教員が「病
室」に行って指導するなど柔軟
な対応を行っている。また、入
院生活という限られた環境の中
での「楽しさ」「喜び」を実感で
きる取組が必要であると捉えら
れている。発達障害や精神疾患
などの精神と行動の障害の増加
や、病気になったことから今後
の経過や将来する不安がある中
で「安心」感を持つことで、低
くなった「自尊」「感情」を高め
る取組を進めようとしている。
退院後前籍校に復帰すること
から学習空白を作らないための
確かな「学力」を身に付ける指
導が強調されている。これらを
進めるための組織的な学校運営
の在り方を求めている。
学校教育法の改正により平成
19年度から、これまでの養護
学校、聾学校、盲学校が特別支
援学校に一本化され、障害種に
とらわれることなく一人一人の
ニーズに応じた指導を行うこと
ができるようになった。
病弱併置校では、図 2にある
ように直接病弱に関わるような
事柄が少なくなっている。
肢体不自由部門を持つところ
があることから医療的ケアの安
全な実施に向けた校内体制や卒
業後に信を見据えた対人関係に
かかわる指導が強調されている。
またグループ編成の工夫や効率よい業務を進めることなどもみられる。
図 1　病弱単独校　関連語共起ネットワーク
図 2　病弱併置校　関連語共起ネットワーク
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4.2．社会に開かれた教育課程
病院をはじめとする関係機関
との連携の必要性が重視される
とともに、病弱特別支援学校と
してのセンター的機能を果たし
ていく姿勢が見える。また病気
の理解とともに、自己実現をし
ていくための学びを進めていく
という「生きる力」の育成やキャ
リア教育の視点のもとに教育課
程を作っていくことが示されて
いる。
小中学校等から転入し、元の
学校に戻っていくことから教育
課程編成においては、可能な範
囲でその前籍校の教育課程に対
応している姿が見える。
4.3. 資質・能力
授業を通して、「基礎」「基本」
を習得し、活用することで、「問
題」を自ら「解決」していくこ
とを目指している。病弱支援学
校の特徴として、病気に立ち向
かう「意欲」「態度」を育て、生
活「習慣」の改善を図り、病状
の改善、回復を図るという自立
活動の内容が取組の大きな柱と
なっている。　「規範」「意識」
や「善悪」「判断」といった道徳
性に関わる内容も表れている。
入院という制限の中であって
直接「体験」できないなかで、
どのように工夫するのかが課題
としてとらえられている。間接
体験や疑似体験、仮想体験を取り入れるなどの指導法の改善を指摘した今回の指導要領の改訂点でも
ある。
図 3　社会に開かれた教育課程（病弱単独）
図 4　資質・能力（病弱単独）
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4.4．主体的・対話的
主体的な活動や学習を進める
ということで「児童」「生徒」の
出現が多くなっている。自らの
「病気」や「障害」の「状態」「心」
を見つめ、社会と向き合う実践
を計画的に進めていこうとして
いる。その際に、「総合」的な学
習の時間などを「活用」して自
らのキャリアをどのように発達
させていくかを取り組むキャリ
ア教育の視点を持った学習を進
めている。
病弱併置校においても、同じ
ような傾向がみられた。自ら考
え、判断し、行動する態度の育
成がネットワーク上に出ていて、
受動的になりがちな子供たちに主体的に行動する姿を思い描きながら指導を進めていこうとすること
がうかがえた。
4.5．カリキュラム・マネジメント
前籍校や病状等が一人ひとり
異なることから、「医療」と連携
しながら「個別の教育支援計画」
「個別の指導計画」を「充実」す
るとともに、その「活用」を図っ
ていくことを重要視しているこ
とが見える。
「児童」「生徒」の「ニーズ」に「応
じて」というフレーズが、多く
出現している。そのニーズをど
のように把握し、指導を展開し
ていくために「個別の教育支援
計画」「個別の指導計画」を大切
なツールとしている。
指導に当たって、入学までの、
また退学後の学習状況が、それ
ぞれ異なるために、前籍校である「小学校」「中学校」等の教育計画を常に意識する必要がある。また、
病状や治療の変化に伴い、計画を見直すという「（PDCA）サイクル」を重視した取組を意識している。
図 5　主体的・対話的（病弱単独）
図 6　カリキュラム・マネジメント（病弱単独）
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4.6．学びの場
「障害」や「病気」治療の状況
により、「二つ」「三つ」といっ
た複数の指導場所や形態を用意
して柔軟に対応できるようにし
ている。
準ずる教科の「教科書」につ
いて、学校として「採択」して
いるが、前籍校である「小学校」
「中学校」での学習へのスムーズ
な移行を考えて考慮することも
行っている。
複数の障害のある児童生徒に
ついては「重複」「学級」を設け
て指導を行っている。
「近隣」の学校や「地域」との
交流や連携で学習を進めている。
4.7．障害の特性等
病弱特別支援学校として、病
気の状況、治療、予後等を把握
した中で指導を進めなければな
らない。そのためには、「病院」
等の「医療」との密接な「連携」
が必要であると捉えられている。
病弱者である「児童」「生徒」
の「ニーズ」に「応える」教育
を進めることを病弱特別支援学
校としての使命ととらえ、自ら
の「専門」性の「向上」に努め
ている。
病気により生活制限が求めら
れることも多く、生活「習慣」
や「態度」の「改善」のための
指導が必要になってくる。
病気は身体的な影響を及ぼすだけでなく、心理面にも大きな影響を及ぼしている。また発達障害や
精神疾患による精神及び行動の障害が多くなっている中で心理的な安定を図る取組も重要な要素とな
る。
図 7　学びの場（病弱単独）
図 8　障害の特性等（病弱単独）
32
こども教育研究　第 3号　2017年 9月
4.8．自立と社会参加
居住地と異なる地域であって
も学校のある地域と「連携」して、
「児童」「生徒」の「活動」を「積
極的」に進めようとしている。
その活動を通して「自己」を高め、
「自立」する「力」を「育て」よ
うとしている。
段階に応じて、「自分」の「生
き方」を見つめ、「実現」してい
く力を育てる「キャリア教育」
が多く示された。卒業後の自立
と社会参加に繋がる進路「指導」
の「充実」を図る必要性が示さ
れている。病弱併置校でも同じ
傾向がみられた。
4.9．生涯学習
入院生活という制限された環
境の中で生涯学習につながる活
動を取り入れることに苦慮して
いる姿がうかがえる。
病弱併置校では、2020年のオ
リンピック、パラリンピックを
意識してスポーツや外国文化と
しての料理を取り上げていると
ころも多い。しかし病弱単独で
は、病院という環境と運動制限
があることなどから、「室内」の
軽スポーツにとどまっているこ
とが多い。また食事制限もある
ことから各国の料理を食べると
いうことも対象者が限られてく
る。それよりも、病状にあった
食事のとり方など、退院後の生
活改善につながる内容の取組がみられる。
一方、インターネット環境を整えることで、コンピューターやタブレットを活用して自分の世界を
広げる取組が積極的に進められている。また入院生活の中で、日常のリズムや「風」を届けて、QOL
を高めようとする取組もある。
図 9　自立と社会参加（病弱単独）
図 10　生涯学習（病弱単独）
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4.10．学びの連続性
学びの連続性に関連して「発
達」段階に「応じる」や「キャ
リア教育」の出現が大きく、こ
の視点で捉えていこうとする姿
勢がうかがわれる。「実態」や取
組の「評価」をを「明確」にし
て「（PDCA）サイクル」に基づ
きながら「計画」的に進めよう
としている。
入退院により入退学する病弱
の特性にあって、前籍校におけ
る学習との連続性が重要になっ
てくるが、今回の分析では、こ
の部分については明確には出て
こなかった。病弱併置校でも、
小学校、中学校等との連続性に
ついて関連する語は、出力した共起ネットワークの図上には出なかった。
4.11．各教科の内容充実
指導を進める際に、「医療」や
「家庭」との「連携」を「推進」
してことが関連している。病弱
併置校では基本的な生活習慣や
知識・技能を身に付けていくこ
となど知的障害の教科を意識し
た語が出ている。病弱単独校で
は、「自己」「実現」を「目指す」「実
践」、「自立」を「支援」する「指導」
の「充実」などが挙げられていて、
自立活動の内容が多く出てきて
いる。
また病弱単独校病弱併置校と
も、積極的に ICT機器を「活用」
して指導の充実を図ろうとして
いる。
図 11　学びの連続性（病弱単独）
図 12　各教科の内容充実（病弱単独）
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4.12．交流及び共同学習
人との関りを通して「思いや
り」の「心」や「行い」ができ
る子供たちを「育てたい」と願っ
ている。地域の人やボランティ
ア、近隣の「小学校」「中学校」
との交流や共同学習に取り組ん
でいる。
入院ということでこれまでい
た学校から、引き離され、友達
に自分のことが忘れ去られるか
もしれないという不安を持つ子
供たちにとって、前籍校の交流
は大きな意味を持っている。ICT
機器を活用して、テレビ会議で
つなぐなど積極的に進めようと
しているところもある。
5　考察
平成 29年 3月に官報に告示された特別支援学校学習指導要領の主な改善ポイントして、「学びの連
続性を重視した対応」「一人一人に応じた指導の充実」「自立と社会参加に向けた教育の充実」の 3点
が挙げられている。
学びの連続性については、図 11にあるように発達段階に応じながら、子供の自身が描く将来の姿
に向かって、人や社会と積極的な関わりを通して、意欲的に学ぶというキャリア教育の視点を意識し
た計画を重視する姿が表れている。病弱の特別支援学校の児童生徒は、これまで在籍していた学校か
ら入院により転校し、退院により戻っていくことが多い。また、小児がん拠点病院などの高度医療を
行う大病院では、全国から入院してくる。そのために同じ学年であっても、教科書や学習進度が異な
る子供たちが、同じ教室に集まる結果となる。そのような状況の中でその子の学びの連続性を保障す
るためには、前籍校との連携の在り方については重要な課題である。しかしながら、この点に関して
図 11の共起ネットワークには表れてこなかった。必要性については認識していても、具体的な方策
の方向性が見いだせず、模索している状況ともいえる。
いくつかの共起ネットワークに「計画」「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」の言葉が挙がっ
ている。特別支援学校において「個別の指導計画」等が重要な役割を担っていることの表れである。
その個別の指導計画を作成するうえで、前籍校での学習状況の把握は重要である。しかし、入院・指
導開始が先行して、指導要録等のやり取りは転校の手続きの終了を待ってとなり、相当なタイムラグ
が生じてしまうのが現実である。また病弱の特別支援学校での勤務経験の中で、「病気で入院してい
るので、勉強は頑張らなくてもよいから」「入院中は勉強しなくてもよい」といった言葉が、保護者
や学校関係者から聞こえてくることがあった。そのために、具体的な学習状況の情報が、なかなか伝
図 13　交流及び共同学習（病弱単独）
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えられずに何度も問い合わせてやっとわかるということも多かった。病弱教育についての啓発ととも
に特別支援学校からの積極的な働きかけが必要となる。また退学にあたっての支援学校での学習状況
について具体的に提供する努力も必要となる。今後テレビ会議を活用したケース会議を入学時点から
持つことができれば、文書や電話でのやりとりよりも効果的なものとなる。
今回の学習指導要領改訂において病弱特別支援学校での一人一人に応じた指導の充実に関して、体
験的な活動を伴う内容の指導に当たり、工夫の具体例として「間接体験や疑似体験、仮想体験等を取
り入れる」の文言が加わっている。治療中や病院といった環境の中で、理科の実験、動植物の教材、
調理実習、院外の出かけることなどの制限を受けることが多い。これまで指導内容の精選の中で取扱
いをしないことや本・写真、ビデオなどで提示することが多かった。また少人数での学習や病室での
個別学習のことも多く、幅広い意見交換をすることが難しいこともある。今回の改定の中で具体例を
示しながらその改善が求められている。
ICT環境の整備が進む中で、京都市立桃陽総合支援学校の報告（2017）にあるように、インターネッ
ト回線を利用して、テレビ会議により本校と分教室、病室を繋いで理科実験や授業、音楽会、集会な
どを合同で行うなどを実施しているところも増えてきている。この取組は、特別支援学校内だけでな
く、前籍校の所属していた学級での授業や卒業式などに参加することも行われている。これらはビデ
オレターのような方法と異なり、双方向のやり取りが可能で、同じ「時」「場」を共有できるものである。
自立と社会参加に向けた教育の充実において卒業後の視点を大切にしたカリキュラム・マネジメン
トを行うことが必要とされている。病弱特別支援学校の児童生徒は、病状、治療計画やこれまでの学
習状況等様々な背景を持っている。また在籍数が年間を通して変動する中で指導計画や指導体制など
を柔軟に対応できることが必要である。図 7での学びの場の柔軟さや図 6での PDCAサイクルのもと
に個別の教育支援計画、個別の指導計画の活用・充実を図ることが示された。前籍校の戻ることを意
識した取組はうかがえるが、学校教育後の長期的な視点については弱い。また学校組織をどのように
マネジメントするかについてはあまり表れてこなかった。
「開かれた学校」に表されるように、特別支援学校を地域の人や広く社会に知ってもらうとともに
地域に出かけていく取組が進められてきたが、　社会に開かれた教育課程においてはその段階にとど
まらずに中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領
等の改善及び必要な方策等について」（2016）に示されているように、「よりよい社会を作るという目
標を持ち、教育課程を介してその目標を社会と共有する」「目標を共有・連携しながら実現させる」「自
らの人生を切り開いていくために求められる資質・能力とは何かを、教育課程において明確化し育む」
を目指している。前述のテレビ会議を使った前籍校との授業共有の取組は、病弱教育を受ける子供の
ためだけでなく、現学級の友達や担任、学校にとって、入院し治療を受けながら学ぶ級友の姿を共有
することで病弱教育を知るだけでなく、「学ぶということ」「生きること」を考える機会でもある。こ
のような取組の積み重ねにより、病気の人を含む様々な人が生きやすい社会を作り出していくことに
つながると考える。
多くの人が病弱教育に接するときは、病気になり入院するとなったときである。病気は人と時を選
ばずに訪れる。入院当初病気や治療についての関心が強く、勉強するということまで意識がいかない
ことが多い。また他府県からの入院の場合、病院がある地域の状況がわからないこともある。医療関
係者や前籍校から病弱の特別支援学校の存在を聞いて、どのような学校かを調べ始めることも多い。
そのような状況だからこそ病弱教育についての情報発信が大切になってくる。今回Web上に公開さ
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れている病弱の特別支援学校のホームページを閲覧したが、掲載されている内容の差が大きく、必要
な情報がない学校や過年度のものあった。また教育目標や経営計画などがテキスト情報を含まない画
像ファイル公開されているところもあった。必要な人に必要な情報が容易に届けられることが大切で
ある。今後改善されることを望みたい。
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